
令和８年度 学校評価計画書 

三田市立狭間中学校  

１ 学校教育目標 

 

 

 

２ 今年度の学校重点目標 

 

 

 

 

 

３ 自己評価項目 

分野・領域 評価項目（取組内容） 

教育課程 ・年間の標準授業時数を確保する 

・教育活動を見直し、精選と充実を図る 

・適切で充実した学校行事を実施する 

学習指導 ・目標を明確化したわかる授業により、基礎学力の定着を図る 

・ICTの活用等で、自発的思考力や表現力を高める 

・命や人権を大切にする心を育てる 

生徒指導 ・規律正しく、落ち着いた生活を確保する 

・いじめや暴力を許さない学校文化をつくる 

・教育相談を充実させ、共感的生徒理解に基づき支援する 

・個々の生徒が認められ活躍できる学級・学年活動を行う 

安全・保健管理 ・安全で安心な生活環境を整備する 

・危険回避の安全教育と安全指導に努める 

保護者や地域

との連携 

・学校や生徒の様子をわかりやすく伝える 

・保護者や地域の力を活用し、教育活動を充実化させる 

研究・研修 ・研究テーマを設け、実践的指導力の向上に努める 

・校区の小中で目指す子供像を共有し、小中一貫教育を進める 

職場環境の 

整備 

・タイムマネジメントを意識した上で、勤務時間の適正化を図る 

・ハラスメントのない働きやすい職場づくりに努める 

 

人間尊重を基盤とし、確かな学力と豊かな心でたくましく生きぬく生徒の育成 

１．生徒の人権が尊重される学校づくり  ２．生徒理解に基づく生徒支援の充実 

３．学力向上              ４．教職員の実践的指導力の向上 

５．働きやすい職場環境の整備       ６．開かれた学校づくり 

  


